
資料１ 

令和元年度島根県学力調査 

教科別調査結果概要 

全国学力・学習状況調査の結果等に見られた課題の改善状況を

中心にまとめています。

全国学力・学習状況調査の結果等から特に成果や課題ととらえ

られる問題例については、調査問題を通してコメントしています。

 課題に対する今後の指導のポイントについては、令和２年４月

初めに各学校に配付する「令和２年度 各教科等の指導の重点」に

さらに詳しく掲載する予定です。 



Ⅰ 小学校国語 結果から見られる成果と課題（成果○ 課題◆）  

１ 全体的な結果の概要 

２ 全国学力・学習状況調査等における課題 

３ 領域別の状況 

(1)話すこと・聞くこと 

○相手の発言の意図をとらえたうえで、自分の立場を明確にして意見を述べることは比較的できている。 

    [小６・２一 正答率 76.7％]

【正答】 

（小６・２一） ２ 

○「書くこと」において、読み手を意識した効果的な表現の工夫をとらえることができている。 

○漢字の読みについては、すべての問題において高正答率となっており、概ね定着している。 

◆「読むこと」において、他の領域と比較して著しく正答率が低い。 

◆複数の文章を比較して読んだり、図やグラフなどを対応させて読んだりすることに引き続き課題がある。 

◆漢字の書きについては、同音異義の漢字について、文の中で正しい意味をとらえて使うことに課題が 

ある。 

○◆文の構成について、主語・述語の関係の理解には定着がみられるが、修飾・被修飾の関係の理解には引

き続き課題がある。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じて情報を整理しながら、自分の考えの理由を明確にし、まとめ

て書く。[小６・３二] 

・「読むこと」において、複数の文章を比較して読んだり、図やグラフなどを対応させて読んだりする。 

[小６・４三] 

・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」において、同音異義の漢字を書く。 

[小５・１一４] [小６・１一４] 

・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」において、文の構成を理解する。[小６・１三] 
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 (2)書くこと

○読み手にわかりやすい表現の工夫をとらえることができている。 

              [小５・３一 正答率 83.3％] [小６・３一 正答率 82.7％] 

【正答】 

(小５・３一)  ３  

◆目的や意図に応じて情報を整理しながら、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことに課題があ

る。 

    [小６・３二 正答率 16.4％ 無解答率 1.4％]  

[R1 全国学力・学習状況調査小６・１三 県 29.2％  全国 28.8％] 

正答例(小６・３二) 
（なぜなら）海のごみのうちプラスチックごみが６

５．８%と最も数が多く、海岸をよごしたり、生き物

に害をあたえたりして、さまざまな問題を引き起こし

ているからです。
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(3)読むこと 

小５ 文学的な文章の表現の効果を考え、自分の考えをまとめることに課題がある。 

    [小５・４三Ｂ 正答率 10.5％ 無解答率 21.5％]  

小６ 説明的な文章の段落相互の関係を理解し、文の構造をとらえることに課題がある。 

    [小６・４一 正答率 17.1％ 無解答率 1.5％]  

小６ 複数の文章を読み、内容の違いをとらえて簡潔にまとめることに課題がある。 

    [小６・４三 正答率 16.1％ 無解答率 8.3％]  

(4) 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

 〇漢字の読みについては概ね定着している。 

 [小５・１一１ 正答率 97.9％、１一２ 正答率 98.4％]  

[小６・１一１ 正答率 97.7％、１一２ 正答率 99.3％]  

同音異義の漢字について、文の中で正しく書くことに課題がある。 

[小５・１一４  関心（カンシン）  正答率 18.2％ 無解答率 4.1％] 

[小６・１一４  努める（ツトめる） 正答率 23.1％ 無解答率 6.6％] 

ローマ字については、促音の表記に引き続き課題がある。 

[小５・１二  しっぽ  sippo   正答率  H30 59.8 ％ R1 48.5％ 無解答率 6.8％]  

正
答
例
（
小
６
・
４
三
）

季
語
と
い
う
季
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の
こ
と
ば
を
入
れ
て
よ
む
俳
句
を
生
み
出
し
ま
し
た
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ま
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、
季
節
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食
材
を
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た
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理
や
和
菓
子
を
作
っ
て
、
季
節
感
を
表
現

し
ま
し
た
。
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修飾・被修飾の関係をとらえることに課題がある。 

    [小６・１三 正答率 22.8％ 無解答率 0.8％] 

【正答】（小６・１三）  ５  

４ 課題に対する今後の指導のポイント 

 (1)「書くこと」 

    ・目的や意図に応じて調べたことや読み取ったことを整理し、事実と感想、意見とを区別して書くな

ど、相手に自分の考えが明確に伝わるような書き表し方を工夫する。 

  ・相手意識や目的意識を明確にして、学年段階や付けたい力に即した文章の種類や形式を選定し、そ

の特徴を生かした言語活動を設定する。 

 (2)「読むこと」 

・深く読み取る必要感や目的意識をもてる魅力的な課題を設定し、児童と共に課題解決を意識した

学習計画を立てる。 

・文章構成、資料との照応関係、作品中の人物関係や心情の変化などを図示化・キーワード化してま

とめ、それを自分の言葉で説明したり、考えを交流したりする活動を取り入れる。 

  ・図鑑や事典など、多様な図書資料を読み比べたり関連付けたりして読むなど、多様な読書活動を学

習に位置付け、読み取ったことをもとに自分の考えをまとめるようにする。 

(3) 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

・漢字の読み書きの定着について、機械的な反復練習にとらわれず、漢字のもつ意味や様々な熟語な

どを国語辞典や漢字辞典で調べたり、文章の中で書く活動を取り入れたりして理解を深める。 

・主語・述語や修飾・被修飾の関係について、係り受けの関係を図示するなどして理解を深め、様々

な文例を用いて繰り返し学習する。 
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Ⅱ 中学校国語 結果から見られる成果と課題（成果○ 課題◆）  

１ 全体的な結果の概要 

２ 全国学力・学習状況調査等における課題 

３ 領域別の状況 

(1)話すこと・聞くこと 

◆話合いの中での発言の役割をとらえることができることについては、第１学年で課題がみられる。 

[中１・２二  正答 ３ ] 

[正答率 37.4％ 無解答率 0.3％] 

○領域別にみると第 1学年は「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質」について、概ね定着がみら

れる。第２学年は、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」、「伝統的な言語文化と国語の特質」につ

いて概ね定着がみられる。 

◆領域別にみると第１学年は、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」について課題が見られる。第２学

年は、「書くこと」について課題が見られる。 

○話合いの話題や方向を踏まえて自分の考えをもつことについては改善が見られる。（第２学年） 

○文章の構成を考えて書くことについては改善傾向が見られる。（第 1学年） 

○◆資料の中から情報を取り出し、自分が伝えたいことの根拠として読み手にわかりやすいように書くこ

とについては、第 1学年は改善傾向だが、第２学年は依然として課題である。 

◆話合いの話題や方向を捉えることについて課題が見られる。（第 1学年） 

◆文章の展開について自分の考えをまとめることについて課題が見られる。（第 1学年）

・話合いの話題や方向を踏まえて自分の考えをもつ。 [中２・２二] 

・文章の構成や展開、表現の仕方について根拠を明確にして自分の考えをもつ。 

[中 1・４二②] [中２・４三]  

・資料の中から情報を取り出し、自分が伝えたいことの根拠として読み手にわかりやすいように書く。 

 [中 1・３二] [中２・３二] 

・漢字の書きと品詞を理解する。 [中１、中２・１一] [中２・１四]
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○話合いの流れを踏まえ、自分の考えをまとめて話すことについては、第２学年で改善がみられる。 

[中２・２二 正答率 85.2％〕        

(2)書くこと

◆伝えたい事柄について、資料を参考にして書くことについては、課題がみられる。 

[中２・３二 

 [正答率 19.8％ 無解答率 13.2％] 

(3)読むこと 

○知識と体験を関連付けて自分の考えをもつことについては、改善がみられる。 

[中２・４三 正答率 78.2％] 

（
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◆文章の展開について自分の考えをまとめることについては、第１学年で課題がみられる。 

〔中１・４二② 正答率 2.7％ 無解答率 15.0％〕 

 (4)伝統的な言語文化と国語の特質 

○歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直すことや行書の基礎に関することは、定着している。 

〔中２・１三 正答２ 正答率 96.8％〕   [中１・１四 正答４ 正答率 86.9％] 

（
正
答
例
）

草
太
が
伸
男
と
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良
く
な
っ
て
自
転
車
の
知
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た
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、
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れ
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よ
う
だ
と
感
じ
、
坂

を
登
り
き
る
こ
と
で
自
分
の
力
を
認
め
さ
せ
た
い
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４ 課題に対する今後の指導のポイント 

(1)「話すこと・聞くこと」 

・「話すこと」に指導の重点が置かれがちだが、「聞くこと」の指導を工夫することで、話し手の意図

を捉える力を育むことが大切である。 

・ほかの人の話を聞きながら必要に応じて質問し、自分の考えと比べて共通点や相違点を整理すること、

話の要点がどのような事実に基づいているかを考えること等を習慣付け、話合い学習の充実を図る。 

(2)「書くこと」

・自分の考えの根拠として用いる情報を精査し、必要があれば取材を繰り返したり、自分の考えとどの

ような関係があるのか分かるように記述したりする指導を工夫する。 

・文章構成や表現の仕方など、評価の視点をもって互いの文章を交流し合い、読み手の助言を参考に自

分の文章を客観的に捉え、よりよいものに改善していく学習の充実を図る。 

(3)「読むこと」 

・目的意識をもたせた学習課題を設定し、単元を通した課題解決的な学習の展開を工夫する。 

・発展的に他の文学的な作品を読み広げたり、様々なジャンルの図書資料から情報を得たりして、日常

の読書活動につながる学習を工夫する。 

・場面の展開や登場人物の心情の変化等について具体的な読み解き方を学ぶとともに、自分の解釈を文

章表現や経験などから根拠を示して説明したり、互いの解釈を比較したりする活動の充実を図る。
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Ⅲ 小学校算数 結果から見られる成果と課題（成果○ 課題◆）  

１ 全体的な結果の概要 

○「小数＋小数」の位をそろえる計算、加法と乗法の混合した整数と小数の計算など、これまで課題

が見られた「数と計算」領域の問題について改善が見られる。 

領域別に見ると、「図形」に関わる問題について課題がある。 

小数倍の意味理解について、割合を表す数値と量を表す数値を混同してとらえたり、基準量より比

較量が減少している場合は減法や除法になると誤判断したりする課題が依然として見られる。 

既習事項を活用したり、資料の特徴や傾向を関連付けたりしながら方法や理由を記述する問題の正答

率が 9.3～25.5％と低く、無解答率も第５学年では無解答率 29.8％の問題もあり、課題がある。 

２ 全国学力・学習状況調査等における課題 

・示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述できる。示され

た除法の式の意味理解。［小５・４］ 

・示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述できる。［小６・５］ 

・資料の特徴や傾向を関連付けて、その理由を記述する。［小６・１４（２）］ 

・これまでの県学力調査における、小数の乗法及び除法の意味理解。 

［小５・１２（１）（２）］［小６・８（１）（２）］

３ 領域別の状況 

(1)数と計算 

〇小５、小６の「小数＋小数」の位をそろえる計算ができる。 

・６.１７＋２ [小５・１（１）正答率 78.7％]  

・１.４５＋３ [小６・１（１）正答率 82.2％] 

※小５、小６の「小数＋小数」の位をそろえて計算する問題で、末尾を足してしまうという課題につい

て改善が見られる。小６は、誤答の割合が５年時は 18.4％だったが、６年時は 9.0％となり、大きく

改善している。 

・小５ ６.１９（16.9％）  ・小６ １.４８（ 9.0％）   

〇加法と乗法の混合した整数と小数の計算について、課題は残るが、小６については改善が見られる。 

・５＋１.５×６    [小５・１（４）正答率 52.3％] 

・０.４＋１.２×３  [小６・１（３）正答率 64.2％] 

小５の「除数が整数のときの計算の考えを基にして、除数が小数のときの除法を理解している」問題に

ついて、課題が見られる。 

・１２０÷０.３の計算を、整数でわる計算を基に考えた途中の空欄に入る数を書く。 

[小５・４ 正答率 51.6％ 無解答率 1.4％] 
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◆小５、小６の「小数の乗法について理解している」問題について、継続して重点的に指導をしていく必

要がある。（経年比較） 

・割合が１より多い場合、比較量の求め方が（基準量）×（割合）になることを理解している。 

R 1[小５・１２（１）正答率 68.2％  小６・ ８（１）正答率 82.4％] 

H30[小５・１３（１）正答率 68.7％  小６・ ８（１）正答率 84.9％] 

H29[小５・１３（１）正答率 66.5％  小６・１０（１）正答率 84.3％] 

・割合が１より小さい場合でも、比較量の求め方が（基準量）×（割合）になることを理解している。 

R 1[小５・１２（２）正答率 35.1％  小６・ ８（２）正答率 54.4％] 

H30[小５・１３（２）正答率 34.1％  小６・ ８（２）正答率 57.3％] 

H29[小５・１３（２）正答率 35.5％  小６・１０（２）正答率 57.2％] 

  ※割合が１より小さい場合について、ひき算やわり算で考える児童が依然として多い。 

誤答 （基準量）÷（割合）  小５（38.9％）  小６（31.0％） 

   誤答 （基準量）－（割合）  小５（19.7％）  小６（12.6％） 

(2)量と測定 

〇小５の「直方体の体積公式を理解し、体積をもとに高さを求めることができる」問題について、改善

が見られる。 

・横９cm、縦８cm、体積４３２ の直方体の高さを求める。       [小５・９正答率 69.5％] 

〇小６の「正方形、三角形、円の面積の求め方を理解し、複合図形の面積の求め方を考える」ことが

できる。 

・複雑な平面図形の面積を求めるために、求める式に合う正しい図を選ぶ。 

[小６・５正答率 82.1％] 
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(3)図形 

小５の「合同な三角形をかくために必要な条件を理

解している」問題について、依然として課題が見ら

れる。 

・合同な三角形をかくためにはどこを測ればよいかを

答える。 

[小５・１１正答率 25.3％ 無解答率 3.3％] 

小６の「円を利用してかいた正八角形の中には合同な８つの二等辺三角形ができることを理解し、該

当する角の大きさを求めることができる」問題について、依然として課題が見られる。 

・円を使ってかかれた正八角形の中にできる角の大きさを求める。    

 [小６・６正答率 33.2％ 無解答率 6.2％] 

(4)数量関係 

〇小６の「数量の関係を文字を使った式に表す」ことができる。 

・１２本入りの鉛筆がｘ箱あるとき、全部の鉛筆の本数をｙ本として、ｘとｙの関係を式に表す。 

[小６・１３正答率 91.0％] 

小６の「与えられた資料を読み取り、人口の変化について必要な計算や言葉を使って、説明すること

ができる」問題について、課題が見られる。 

・世帯数と平均世帯数の推移を表す２つのグラフから、人口がどのように変わったのかを、言葉や式を

使って説明する。             [小６・１４（２）正答率 13.2％ 無解答率 19.8％] 
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４ 課題に対する今後の指導のポイント 

(1)全国学力・学習状況調査や島根県学力調査の結果分析などをふまえ、児童の実態や自校の課題に基づ

いた重点的、継続的な指導を行う。 

・児童のいろいろな考え方を取り上げ、解釈する活動を取り入れるようにする。その際、それぞれの表現

のよさに気付いたり、見方を変えて新しい解決方法を考えたりすることを大切にする。 

(2) 図形の学習では、自分から図形に働きかけることを大切にする。 

・図形の構成要素に着目して、構成できる図形を予想したり、構成できた根拠を考え説明したりすること

で、定義（約束）や性質について理解を深める。 

・図形をかいたり、切ったり、並べたり、作ったり展開したりするなどの数学的活動を取り入れていく。 

(3) 倍の意味を、図と関連付けて理解する指導を充実する。 

・割合を表す数値と量を表す数値とを混同している傾向が見られる。低学年から数量の関係（基準量、比

較量、割合）を多様な図で適切に表す活動や、かかれた図から関係を読み取る活動を取り入れるように

する。 

・整数の乗法についての理解を基に、小数の乗法も数直線を使って整数の場合と同じように考えること

で、小数倍についての理解を深めるようにする。 

・正答だけでなく誤答やつまずきを取り上げ、なぜそれではうまく解決できないのかを考えることも大

切にする。 

(4)「子どもの声でつくる算数授業づくり」を意識して、指導方法の改善を図る。 

・自分の考えを説明したり、ノートに記述したりする活動を適宜取り入れるようにする。その際、友達や

教師が表現したことをそのまま復唱したり書き写したりするのではなく、自分の言葉で表現することを

大切にして自分の考えを深めていけるようにする。 
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Ⅳ 中学校数学 結果から見られる成果と課題（成果○ 課題◆） 

１ 全体的な結果の概要 

○数や式の基本的な四則計算は定着している。 

○樹形図を用いて場合の数を求めることができる。 

◆数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式を用いて表したり読み取

ったりすることに課題がある。 

◆展開図や見取図を基に図形を考察したり、図形の各要素の関係を捉えたりすることに課題がある。 

◆グラフから関数の式を求めることに課題がある。 

◆資料の活用について、用語の意味理解やヒストグラムからデータの分布の傾向を読み取ることに課題が

ある。 

２ 全国学力・学習状況調査等における課題 

・「関数」の領域において全国との差が大きい。［中１・１１］［中２・５］［中２・６］ 

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する。［中１・１２］ 

・与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉える。［中２・１０］ 

・これまでの県学力調査における、図形についての計量の技能。［中１・４］［中２・７］［中２・８］

３ 領域別の状況 

(1)数と式 

○ 正負の数の加減の計算の技能は身に付いている。 

［中１・１（１）正答率 71.9％］［中２・１（１）正答率 89.6％］ 

○ 指数の計算、正負の数の乗除の計算の技能が身に付いてきている。 ［中１・１（３）正答率 55.7％］ 

○ 方程式の解の理解については改善傾向にある。 

［中１・９ 正答率 53.3％］［中２・３（１）正答率 45.3％］ 

分数を含む文字式の加減の計算の意味理解が不十分である。  

［中１・１（５）正答率 6.7％ 無解答率 20.4％］ 

［中２・１（３）正答率 32.5％ 無解答率 8.2％］ 

問題場面から数量関係を読み取り、方程式に表すことに課題がある。 

［中１・10（１）正答率 30.9％ 無解答率 17.9％］ 

［中２・４（１）正答率 25.5％ 無解答率 27.4％］ 

【正答】

【正答】
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示された規則性のある場面について、計算の仕方を解釈し、例示を基に数学的に説明することに課題

がある。                

(2)図形

○ 回転移動させた図において、回転角の大きさを求めることはおおむね理解できている。 

［中２・７（１）正答率 66.5％］ 

展開図から立体の構成をイメージしたりして、辺の長さや角の大きさを求めることに依然として課題があ

る。                     ［中２・７（２）正答率 14.0％ 無解答率 42.7％］ 

［中２・８（２）正答率 13.0％ 無解答率 28.4％］ 

【正答】64cm3

［中１・１２（２）正答率 26.0％  

無解答率 30.0％］

［中２・１０（２）正答率  3.4％  

無解答率 57.7％］
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(3)関数 

グラフから関数の式を求めることに課題がある。 

［中１・11（１）正答率 45.9％           ［中２・５（２）正答率 24.0％ 

無解答率 13.5％］                  無解答率 20.3％］ 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。 

［中２・６（２）正答率 8.5％ 無解答率 32.0％］ 

(４)資料の活用 

資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を説明するこ

とに課題がある。 

［中２・９（２）正答率 31.9％ 無解答率 13.2％］

◆度数分布表から相対度数を求めることに課題がある。 

［中２・９（１）正答率 24.9％ 無解答率 16.9％］
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４ 課題に対する今後の指導のポイント 

(1)数と式 

・事象の中にある数量やその関係を文字を用いた式を使って一般的に表現したり、形式的な処理を施し

て得られた結果やその過程から新たな関係を見いだしたりする学習場面を取り入れる。 

・分数を含む文字式の加減など間違えやすい内容は、誤答などを取り上げながら繰り返し意味理解を図

る。 

(2)図形 

・図形の性質や関係を直感的に捉え論理的に考察する力を養うために、立体の模型を観察や操作、実験な

どの活動を重視する。 

(3)関数 

・表、式、グラフを相互に関連付けながら、グラフの特徴や変化の割合など、関数の理解を深めるととも

にグラフを用いるよさを実感できるようにする。 

・日常生活における問題から関数の関係を見いだし、問題解決の方法を式やグラフを用いて説明する課

題を取り入れる。 

(4)資料の活用 

・代表値や相対度数などの必要性と意味を理解するために、代表値や相対度数を使うことのよさが実感

できるデータを扱う活動を取り入れる。 

・ヒストグラムなどを用いてデータの分布の傾向を読み取り、数学的な表現を用いて説明し伝え合う機

会を設ける。 
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Ⅴ 中学校英語 結果から見られる成果と課題（成果○ 課題◆） 

１ 全体的な状況 

２ 全国学力・学習状況調査の課題、これまでの県の課題と出題のねらい等 

３ 領域別の状況 

(1) 聞くこと 

○自然な口調で話されたり読まれたりする英文を聞いて、情報を正確に聞き取る力が定着している。 

・対話を聞き取り、適切な絵を選ぶ。   

[中１・１(1)正答率 99.8%][中２・１(1)正答率 99.0%] 

〇英文を聞いて、情報を正確に聞き取ったり、概要や要点を適切に聞き取ったりする力が概ね定着してい

る。 

〇英文を読んで、大切な部分などを正確に読み取る力が概ね定着している。 

◆県平均正答率は、中学校第１学年が 62%、中学校第２学年が 53%とやや低い。 

◆既習の語彙や文法事項等を活用することに引き続き課題があり、場面や状況に応じた英文を書く力に

課題が見られる。 

◆領域を統合して活用する力を見ると、英文を聞いたり読んだりした内容をもとに思考・判断したうえで

英文を書くことに引き続き課題が見られ、無解答率も高い。 

・既習の知識・技能を活用し、場面や状況に応じた英文を書く。 

[中１・８] [中２・８] 

・複数の領域を統合して活用し、対話文の内容と質問を聞き取り、その場面や状況に応じた英文を書いた

り、与えられた情報を整理し、まとまりのある英文を書く。 

[中１・４] [中２・４] [中１・９] [中２・９] 

※「領域」とは、「聞くこと」「話すこと（発表）」「話すこと（やり取り）」「読むこと」「書くこと」を示す。 

Hana:  Do you have any pets, Alex?
Alex: Yes, I have three dogs.

中１

放送内容

【正答】

  ウ
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○まとまりのある英文を聞いて、概要や要点を適切に聞き取る力が概ね定着している。 

・長めの英文の概要を聞き取り、適切な日本語を選ぶ。 

[中１・３正答率 74.6%] [中２・３正答率 73.8%]  

◆質問や依頼などを聞いて適切に応じることに課題が見られる。 

・長めの対話と質問を聞き取り、英語で答える。 

 [中１・４正答率 8.0% 無解答率 22.4%] [中２・４正答率 2.7% 無解答率 32.7%] 

(2)読むこと 

○物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取る力が概ね定着している。 

・図表の要点についての質問への適切な答えを選ぶ。 

[中１・７(2)正答率 80.6%]  

・英文の概要を表す適切な絵を選ぶ。 

[中２・６(1)正答率 89.1%]  

中２

Jim: Kaho, I saw you at the department store yesterday.
Kaho: Oh, really?  I went there with my parents. 
Jim: I see.  I went there with Ken. 
Kaho: Did you go shopping, Jim? 
Jim: Yes, we did.  How about you? 
Kaho: We went there to have dinner. 

Question:  Why did Kaho and her parents go to the department store? 

放送内容

中２

【正答】

  エ

【正答例】 

They went there to have dinner. 
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(3)書くこと 

◆語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くことに課題が見られる。 

・対話の流れを踏まえて適切な英文を書く。 

[中１・８(3)正答率 26.2% 無解答率 23.8%] [中２・8(2)正答率 6.8% 無解答率 33.9%] 

◆自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書

くことに課題が見られる。

・英文の内容を理解し、自分のことについて、まとまった内容で英文を書く。 

  [中１・９正答率 11.9% 無解答率 17.3%] [中２・９正答率 3.6% 無解答率 15.8%] 

４ 課題に対する今後の指導のポイント 

(1)生徒が英語に触れる機会を充実する。 

生徒の関心のある事柄や日常的な話題、社会的な話題について、まとまりのある英文で自分の考え

や意見、気持ちなどを話したり書いたりする学習を日常的に行う。 

(2)目的や場面、状況を明確にした言語活動を設定する。 

聞いたり読んだりした内容について、自分の考えや気持ち、意見や感想を話したり書いたりして伝

え合う領域統合型の言語活動を設ける。 

(3)語彙や文法事項等の指導は言語活動と関連付け、活用しながら定着を図る。 

語彙や文法事項の指導は、言語活動を通じて、生徒が思考・判断・表現することによって定着を図

る。また、小学校で学習した語彙や表現などについては、中学校の言語活動において繰り返し活用し、

生徒が話したり書いたりして表現できる段階まで確実に定着を図る。 

中１

【正答例】 

［ベッキーの質問を日本語で書く］ 

（例）あなたは、誕生日に何がほしい

ですか。 

［ベッキーの質問に対するあなた自身の答え

とその理由を、主語と動詞を含む英文で書く］ 

（例）I want a computer.  
 I study English with it.

【正答例】 

It looks difficult (.)

中２
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